






























































































































































































































































































































7 ）　武蔵野台地、大宮台地、多摩丘陵、相模野台地を含む領域（図 ２ ）。武蔵野台地はさらに、黒目川流
域以北で、狭山丘陵、入間台地などを含む武蔵野台地北部と、それ以外の武蔵野台地南部とに分けた。
8 ）　具体的には、礫は礫群を構成し、礫群は調理単位であるので、調理物を分配する人間の数に対応す
ると考える。これは、礫群活動を行うために参集した人数、集団規模と対応する。一方、石器はブロッ
クという生活単位を構成する。生活単位はあまり極端な集団規模の変動がみられない家族などと考えら
れため、ブロックの規模は生活期間や回帰的利用の頻度と対応すると考える。
9 ）　ブロック数に対する礫群数の割合を見てみると、その数値が大きいほど礫群数が多いと判断できる。
遺跡類型別にまとめて平均値を求めると、一般遺跡は0.3～3.5で平均1.0、 A領域遺跡では0.1～1.0で平均
値が0.5、B領域遺跡は0.6～6.0で1.5、C領域遺跡は0.6～5.0で２.0である。平均値でみるとA領域遺跡はブ
ロック数に対してその半数しか礫群がないが、一般遺跡ではほぼ同数ずつの礫群・ブロックで遺跡が構
成され、B領域遺跡ではブロックの1.5倍、C領域遺跡では ２ 倍の礫群が存在し、礫群過多の状態である
ことが分かる。
10）　飲食や歌舞などをして遊び楽しむ宴（うたげ）というものがある。伊藤幹治氏は、デュルケムの聖
俗二元論を引用して、聖なる季節における集団的な祭儀を、高揚した心の触れあいとして「宴」に読み
替え（P２4）、宴は非日常的世界のイベントであるとする（まえがきⅱ）（伊藤1985）。礫群は共食のイベ
ントであり宴であるといえる。宴には、葬儀の後の直会など、さまざまな要素があるが、非日常的な世
界のさまざまな活動と結びついて現れる。このことを親和性と表現した。
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